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今年度要求のポイント

①歩道設置工事等（3路線）、歩道設置用地取得等（3路
線）歩道設置詳細設計等(4路線)
②重点的に安全対策が必要な踏切の抽出と具体的な対
策の検討

①歩道設置工事等（3路線）、歩道設置用地取得等（4路線）、
歩道設置詳細設計等（4路線）、及び新規路線
②鉄道事業者と設計協議、踏切拡幅等の事業実施

【経過（～23年度】 【24年度】

事業内容

事業目的

169,000

歩道設置事業

事 業 費

主な要求内容 （単位：千円）

歩道設置工事等(3路線）

【今後（～25年度】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

その他

合計 188,702 181,602

①21年度　　歩道設置工事等(3路線)、歩道設置用地取得等(5路線)、

                   歩道設置詳細設計等(1路線)

　　22年度　　歩道設置工事等(4路線)、歩道設置用地取得等(7路線)、

                    歩道設置詳細設計等(4路線)

     23年度　   歩道設置工事等(2路線)、歩道設置用地取得等(3路線)

　　　　　　　　　　歩道設置詳細設計等(4路線)

②22年度　　16箇所の踏切において速効的な安全対策を実施

　23年度　　　重点的に安全対策が必要な踏切の抽出と具体的な対策の検討

0 3,000 概略検討等

平成24年度要求額

12,500 16,500 歩道設置詳細設計等(2路線）

全体事業費

①用地の確保ができた路線の整備を引き続き行っていく。
②平成21年度踏切交通実態総点検結果等、最新のデータを用いて踏切対策を検討
する。

23年度予算 内容・積算等

181,602188,702148,831

歩道設置用地取得等(3路線）

138,000

項目

歩道設置事業

24,102

事 業 名

①歩道設置事業：通学路や交通量の多い路線において歩行者等を自動
車から分離し、歩行者等の通行の安全性を向上させ、安全・安心のま
ちづくりを進める。
②踏切に関する事故は重大な惨事となることが多く、交通渋滞の主な
要因ともなっており、交通の円滑化・安全性の向上を図るべく、重点
的に対策が必要な踏切に対し、踏切拡幅等の整備を行う。

24年度要求額

踏切対策検討等

-

交通安全施設設置

072

歩道設置事業

事業期間 　H　～　H　　

平成22年度決算額

7,202

平成23年度予算額

　交通事故が多発している道路、通学路、踏切など特に交通安全を確保する必
要のある道路について、歩道設置等の交通安全施設整備事業を実施することに
より、これらの道路等における交通環境の改善を行い、交通事故防止を図り、
あわせて交通の円滑化に資することを目的とする。

関連事業

マスタープラン
３つの挑戦

－
マスタープラン

施策番号

区分
その他一般施策

－

整理番号 19

(単位　千円)

1 6 局・課名 建設局・道路整備課


